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A. 研究目的 

民間クリニックにおける HIV 検査は、HIV 検

査相談機会を拡大する上で、下記の多角的な利

点を有すると考えられる。 

1. 保健所等の既存の検査インフラが実現でき

なかった場所や時間帯での、検査を希望する受

検者の利便性に立った自発的検査と相談

(voluntary counseling and testing: VCT)として

の検査サービスが提供できる 

2. 性感染症(sexually transmitted infection: 

STI)の合併を含む感染リスクのある個人に対

し、医療者が機会を逃さず HIV 検査を勧めるこ

とができる（提供者主導の検査と相談もしくは

provider-initiated HIV testing and counseling: 

PITC） 

3. 万が一 HIV 感染が判明した際に迅速な介入

や医療連携が可能である 

そこで、本分担研究では、下記を目的に研究

を行った。 

①  全国の研究協力施設を対象に、民間クリニ

ックにおける HIV および STI 検査の実施 

状況と課題を明らかにすること 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②モデルとなる協力施設と研究班のネットワー

クの構築 

③民間クリニックにおける HIV 検査相談の質の

担保のために必要な支援を検討 

本研究は、2022 年から 2024 年までの期間に

国内の民間クリニックで実施された HIV 検査に

関するデータを詳細に分析し、検査の実施状

況、陽性率、及びケアへのつながり率の変化を

総合的に評価することを目的とする。この分析

を通じて、民間クリニックにおける HIV 対策の

効果と改善点を明らかにし、今後の検査体制の

改善と効果的な受検勧奨のための戦略を提案す

る。 

 

B. 研究方法 

2022-2024 年度に検査研究班ウェブサイト

(HIV 検 査 ・ 相 談 マ ッ プ 

https://www.hivkensa.com)に掲載されていた研

究班協力施設である民間クリニック 48-56 施設

（年度によって施設数の増減あり）に対し毎年 1

月に実施したアンケート調査のデータを基に行

われ、それぞれの施設が提供した年度ごとの HIV

検査実施件数、陽性者数、及びケアへのつながり

研究要旨 

本研究は、2022 年から 2024 年までの 3 年間にわたり国内の研究班協力施設の民間クリニックに

おける HIV 検査実施状況を詳細に分析した。本分析は、検査の実施状況、陽性率、そしてケアへの

つながり率の変化を評価し、民間クリニックが HIV 対策に果たす役割とその改善点を明らかにする

ことを目的とする。調査期間中、全国の 48 から 56 の協力施設（年度ごとに変動）で、のべ 167,472

件の HIV 検査が実施され、292 件が確認検査陽性であった。本期間中の陽性率は 0.17%で一貫して

おり、ケアへのつながり率は年々向上し、2024 年には 89%に達した。 

2023 年から Google Form を用いた電子回答が導入され、データの収集効率と正確性が大幅に向上

した。分析結果から、民間クリニックでは自発的検査(VCT)に加え提供者主導の検査(PITC)が行わ

れ、パンデミック下で保健所等の検査提供機会が不十分であった時期でも検査数は維持され、HIV

検査のアクセス維持と拡大に寄与していたことが確認された。さらに、都市部を中心に HIV 診療を

一体化できるクリニックの増加がケア連携の向上に寄与している。 

本研究により、民間クリニックが国内の HIV 検査の実施において重要な役割を担っており、95-

95-95 の目標達成に向けて不可欠なインフラとして機能していることが確認された。 

 



 

 

状況を集計・分析した。データの収集は、電子フ

ォームと FAX を通じて行われ、回答率とデータ

の完全性を確保するためのフォローアップが電

話及びメールで行われた。年度ごとの変動も評価

した。 

2023 年度より Google Form を用いた電子回答

とし、電子回答ができない 2 施設はファクスで

回答した。 

 

C. 研究結果 

2021 年から 2024 年の HIV 検査数、確認検査

陽性数、陽性率、協力施設数の年次推移推移を資

料 1 に示す。 

2022 年度の調査で、48 施設中 39 施設(81%)が

回答した。2022 年に 42,805 件の HIV 検査が実

施され、その中で 72 件がHIV 陽性と判定された。

陽性率は 0.17%で、この年のケアへのつながり率

は 79%であった。分析によると、特に都市部のク

リニックで検査件数が多く、ケアへのつながりが

良好だったことが示された。 

2023 年度の調査で、50 施設中 48 施設(96%)が

回答した。2023 年に 63,120 件の HIV 検査が行

われ、116 件が陽性であった。この年の陽性率は

0.18%で、ケアへのつながり率は 87%に改善され

た。この年から電子回答の導入があり、データ収

集の効率と正確性が向上した。 

2024 年度の調査で、56 施設中 49 施設(88%)

が回答した。2024 年に 61,547 件の HIV 検査が

実施され、104 件の陽性が確認された。陽性率は

0.17%と安定しており、ケアへのつながり率は

89%にさらに改善された。 

 

D. 考察 

【Case finding】 

2022 年から 2024 年の 3 年間に、のべ

167,472 件の HIV 検査が行われ、292 件(0.17%)

が確認検査により HIV 感染が証明され、238 件

82%)が管轄保健所に届出された。 

 新型コロナウイルス感染症流行により保健所

等における HIV 検査件数は減少し、回復は緩や

かである一方、民間クリニックにおける検査件

数は維持されていた。民間クリニックがわが国

における、95-95-95 の 1 つ目の case finding に

大きく貢献をしていることは明らかである。利

便性や検査提供体制により、郵送検査同様、保

健所にアクセスできない層の受け皿になってい

ると考えられる。 

リスクを有する集団に対する適切な場面での

検査機会が提供されていると推測される。ま

た、19 施設(38%)において、健康保険で HIV 検

査を提供しており（2023 年は 35%）、民間クリ

ニックにおいて HIV 検査への保険適用が浸透し

始めていることが伺え、あるべき姿勢であり、

歓迎したい。 

【Case holding】 

紹介医療機関に受診できたことを把握できた

数は 193 件(66%)であった。ただし、自施設でフ

ォローされることが決定された 58 件(20%)を含

めると、確認検査陽性件数 292 件中、251 件

(86%)がケアにつながったことが確認された。昨

年の 87%に引き続き、95-95-95 の 2 つ目の case 

holding の 95%を達成できていないものの、毎年

改善傾向にある(79→87→89%、資料 2)。 

 

研究班協力施設の民間クリニックでは、多彩

なセット検査に代表されるように、特定の集団

のニーズに向けた検査を計画しフットワーク軽

く実施できている上、STI の合併など臨床所

見・問診・検査所見から検査を勧める PITC も

同時に実施されていることが、民間クリニック

において陽性者を効率良く検出できている理由

の一つであると考えられる。研究協力施設の民

間クリニックは、わが国における HIV 検査実施

機関として、95-95-95 達成のための重要なイン

フラを担っていると考えられた。 

都心を中心に HIV 診療を自施設で行うクリニ

ックの増加傾向がみられ、one stop で検査から

ケアまでシームレスに提供される環境が整いつ



 

 

つあることは歓迎される。 

2023 年の結果を受け、2024 年 4 月に「HIV

感染症の医療体制の整備に関する研究」班（研

究代表者：潟永博之）に依頼し、最新版の「拠

点病院診療案内」を全協力施設に送付した他、

各拠点病院に対し、紹介元への受診報告書の送

付を徹底頂いた。研究班間のコラボレーション

の成功例の一つと考えられた。 

2024 年 9 月、アボット社によるダイナスクリ

ーン™ HIV Combo の生産遅延により供給が滞

り、影響を受けたクリニックが複数みられた。

検査提供機会の損失につながるため、アボット

社には今後の安定した試薬供給の継続を、また

本研究班によるアボット社への積極的な関与を

期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E. 結論 

2022 年から 2024 年に研究班協力施設である

民間クリニックにおいて、のべ 167,472 件の

HIV 検査が行われ、292 件が確認検査により

HIV 感染が証明され、陽性率は 0.17%であっ

た。ケアにつながったことが確認できたのは

86%であった。民間クリニックは、わが国にお

ける HIV 検査実施機関として、95-95-95 達成の

ための重要なインフラを担っていると考えられ

た。 

 

F. 研究発表 

なし 

 

G. 知的所有権の取得状況 

なし 



 

 

 

 

 

（資料 1 HIV 検査数と確認検査陽性数の年次推移（2001 年-2024 年）） 

 

 

 

 

 

（資料 2  2022 年から 2024 年の HIV 検査実施数、HIV 陽性者の発生動向調査届出、陽性者のフォロー

状況の推移） 

 

  2022 年 2023 年 2024 年 

アンケート回収率(%) 39/48 (81) 48/50 (96) 49/56 (88) 

HIV 検査実施数 42,805  
 

63,120  
 

61,547  
 

確認検査陽性者数(%) 72 (0.17) 116 (0.18) 104 (0.17) 

a) 確認検査の結果を聞きに来なかった数(%) 6 (8) 3 (3) 9 (9) 

b) 保健所への発生届数(%) 53 (74) 105 (91) 80 (77) 

c) 紹介医療機関に受診できたことを把握できた数(%) 46 (64) 76 (66) 71 (68) 

d) 自施設での HIV 陽性者のフォロー数(%) 11 (15) 25 (22) 22 (21) 

c)+d) 57 (79) 101 (87) 93 (89) 

 


